
　（４段階評価　　４・期待以上　　３・期待通り　　２・期待を下回る　　１・改善を要する　） 　

活
気
あ
る
学
校

学校は、「気付き、考え、幸動する児童」の育成に
努めるために、様々な教育活動に取り組んでい
る。

〇 ○

美
し
い
学
校

学校は、子ども達が安全で安心した学校生活が
送れるような教育環境づくりに取り組んでいる。

○

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

学校は、ふるさと教育・キャリア教育・福祉教育・
ICT教育の充実、推進に取り組んでいる。

○

○

子ども達は、まわりの人や物事に関心をもち、変
化や課題に気付いている様子が見られる。

〇 ○

子ども達は、自分に対して関心をもち、自分の良
さや課題について気付いている様子が見られる。 ○

子ども達は、家族や友だち、世の中のことについ
て考えている様子が見られる。

○

子ども達は、自分の現在や将来のことについて考
えている様子が見られる。

○

子ども達は、周りの人のために何か行動を起こし
ている様子が見られる。

○

子ども達は、自分の将来や自らの成長のために、
何か行動を起こしている様子が見られる。

○

○

○

○

○

○

○

○
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評
価
項
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評価項目 学校の自己評価コメント 学校関係者評定 　学校関係者評価のコメント自己評価

学
校
像

　学校の様々な教育活動については、学校ホー
ムページの延小ブログで日々紹介しており、楽し
みに見てくださる保護者も多い。毎月、安全点検
を行い、、修繕の必要な箇所や危険箇所につい
ては、学校技術員を中心に市とも連携しながら迅
速に対応し、安全な環境づくりに取り組んでい
る。校舎の老朽化についての意見があったが、
必要に応じて市にも改善の要望をあげているとこ
ろである。ICT教育の充実については、職員の経
験や技能の差によるものもあるため、次年度は、
さらに研修等の充実や指導計画の整備を行っ
て、全職員が指導の充実を図ることができるよう
にしていく必要がある。

3.3 3.1

目
指
す
児
童
像

気
付
く
子

　目指す児童像については、全校朝会で説明
し、さらに毎月の月目標の話の中でも、どのような
姿が幸動であるか、各担当から話をすることで、
学校全体での共通理解を図っている。児童の評
価は高いが、教師の評価が低めであり、認識の
差が見られる。目に見える行動だけではなく、見
えないところで行っている行動や思いについても
評価していく必要がある。そのためには、児童と
のこまめな対話や定期的なアンケート等の児童
の思いを知ることができるような手立ての工夫をし
ていく必要がある。

3.0 3.0

〇 　将来のことや生き方について学ぶ機会として、
「子どもたちに伝えたいこと」（高学年）や「夢をは
ぐくむ講演会」（４年生以上）を実施し、地域の方
を講師に招いてキャリア教育に取り組んでいる。
児童が将来を見据えて主体的に生きていけるよ
う、学校では、さらに道徳教育やキャリア教育、特
別活動等の指導に力を入れていきたい。

幸
動
す
る
子

〇 　校長室前のウェルビボードを活用して、児童が
自主的にボランティアや遊びの計画等を立てて
呼びかけ、実行する姿が見られた。また、アン
ケートからは、教師が見ていないところで、個人
的にごみ拾いや挨拶、家族のための手伝い等を
考えて行動していることも分かった。見えないとこ
ろで活動している児童のよさも把握し、認めること
で、さらに幸動が増えていくようにしたい。

　幸動する子という児童像を中心に今
後も延小ならではの子ども達を育てて
いって欲しい。

　「子どもたちに伝えたこと」「夢をはぐく
む講演会」に力を入れて欲しい。子ども
たちが地域とのつながり、人とのつなが
りを実感できる機会を増やして欲しい。

考
え
る
子

目
指
す
教
職
員
像

職員は、子ども一人一人の思いや願いに寄り添い、
よさを認め、自信と意欲をもたせている。

〇 　「学力向上を全ての子ども達に！～スクールワ
イドPBS(ポジティブな行動支援）を生かした指導
の工夫を通して～」をテーマに校内研究を進め
ている。児童の好ましい行動やできたことを褒め
ることによって、自信や意欲をもつ児童が増えて
きた。さらに、特別支援教育の研修を充実させ、
特別支援教育の視点を生かした授業づくりを行う
ことで「楽しい授業」「分かる授業」も目指してい
る。今後も引き続き、全職員で取り組むことで指
導力及び学力の向上を目指していく。
「保護者や地域の願いを受け止め、子ども達の
将来に責任をもって指導に取り組んでいる」につ
いて、１０％の保護者が分からないと回答してい
た。今年度は、夏休みに「延小ミーティング」を行
い、子どもたちのために、学校、保護者、地域が
できることについて話し合った。実現できるものは
実現に向けて進めていくとともに、保護者の出席
が少なかったので、保護者が参加しやすい設定
を考え、地域、学校が互いの思いや願いを話し
合えるようにしたい。

3.3 3.3

　「延小ミーティング」の出席について、
保護者の積極的な参加を希望します。
児童数に対して少し低調でした。

目
指
す
保
護
者
像

保護者は、学級・学年通信など学校からの配付物や
延小ブログなどに目を通したり、我が子から学校の様
子を聞いたりしている。

〇 　配付物や延小ブログなどに目を通したり学校の
様子を聞いたりしている保護者が多く、回答を得
た保護者は、学校への関心が高いことが伺えた。
一方で、全体的に、家庭（児童、保護者）と教師
の認識に違いが見られる。その差を埋めていくた
めには、教師と保護者との対話が必要である。
　子育てについては家庭において多様な考えが
あるため、通信や懇談、面談等で、子どものどの
ような姿をめざしていくのかを共有したり、家庭へ
の啓発を行ったり、子どもの様子を伝えたりして
いく必要がある。
　また、タブレットやゲーム・スマホなどの使用の
きまりや利用状況の把握については、全校で取り
組んでいる「生活リズムチェックカード」に家庭の
約束事や利用状況についても記入していただく
ことで、学校と家庭が協力的に児童を見守ってい
けるようにしたい。

3.2

保護者は、子どもの自立に向けて、自分でできること・
しなければいけないことは、自分でするようにさせて
いる。

保護者は、ＰＴＡ活動や地域の行事等に進んで参加
している。

2.9

保護者は、宿題やノートを見たり、読み声を聞いたり
して、我が子のがんばりを認めてあげている。

　どの程度までPTAの活動を（元に戻す
と言っていいものか、以前より更に充実
させると言っていいものか迷いますが）
再開させていいのか模索中です。

職員は、「楽しい授業」「分かる授業」を通して、子ども
達に確かな学力を身に付けさせている。

職員は、保護者や地域の願いを受け止め、子ども達
の将来に責任をもって指導に取り組んでいる。

　特別支援教育の視点を生かした授業
は大切だと思う。

　先生方が一生懸命に授業等に取り組
んでいる姿がみられありがたい。今後も
楽しくわかる授業に取り組んで欲しい。

　やむを得ない面がありますが、子ども
への配慮のしっかりとしている家庭、そう
でない家庭の差が気になります。スマホ
やゲームなどが家庭での主要な活動と
なり読書量が少ない印象です。（評価の
イメージは３⁻です。）

　ブログ等を通して保護者が学校の様
子をよく理解していると思われる。

　参観日等、出席率も高いと思われる。

【まとめ及び今後の方策】
○　『自己評価』で挙げられた課題及び改善点を次年度の教育課程に反映させるとともに、『学校関係者評価』でコメントいただいた「ふるさと教育の充実」「地域
とつながるキャリア教育」「読書の充実」「保護者の積極的参画の工夫」などに取り組んでいく。

保護者は、タブレットやゲーム・スマホなどの使用のき
まりを家庭で決め、我が子の利用状況を把握してい
る。

保護者は、子育てについて学ぶ機会（講演、本、相
談など）をつくろうとしている。

〇 　学校から、講演会や子育て支援等のお知らせ
を配付しているが、参加は個人に任されている。
学校側の働きかけとして、参観日等に、講師を招
いた授業や懇談を行ったり、懇談で子育ての悩
みについて話し合える場づくりを行う工夫をして
いきたい。また、PTA活動については、２回の親
子美化作業は、高い参加率であった。一方で、
今年度は、コロナ禍で休止していた活動をどのよ
うに再開するか模索していたこともあり、各委員会
における十分な活動が行えなかった。PTA役員と
も相談しながら、保護者が参加しやすい活動の
在り方を考えていく必要がある。

　良く言えば自由闊達、悪く言えば自己
中心性の強い児童もいる中で、個性に
応じた指導を行っていただいていると思
います。（評価のイメージは３⁺です。）

　学校ブログで日頃の学習や活動の様
子を知ることにより、地域関係者としても
より一層親しみをもてるようになりまし
た。（評価としては３⁺です。）

　学校の様々な教育活動がブログを通
して紹介されており、先生方のご尽力さ
れている姿がうかがえて感謝の限りで
す。

　学校像の「気付き、考え、幸動する児
童」の言葉にあるように児童一人一人が
幸せを目指して今後も合言葉として大
切にしていって欲しい。

　延岡小は、文化・教育ゾーンの真ん中
にある。内藤記念館や野口記念館等を
活用した「ふるさと教育」を期待していま
す。

　地元紙などで、子ども達の学習や諸
活動に頑張っている様子を見かけま
す。低学年からの指導には、困難もある
かと思いますが、今後とも地道に目指す
児童像を伝えていただければと思いま
す。（評価としては３⁺のイメージです。）

　素直な子どもが多いと感じた。道で会
うとあいさつをしてくれる。

　授業を参観して、どの子もまじめに学
習に取り組んでいる。


